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 夏至は過ぎてしまいましたが、まだまだ日が長い毎日。皆さんはどうお過ごしでしょうか。 

 どこかに旅行に出かけられる方、地元でゆっくりされる方など、きっと夏の過ごし方は様々だ

と思います。 

 パンを作ったり、旅先で歴史の流れに思いを馳せたり、ゆったり音楽を聴いたり、俳句に詠ま

れている情景を想像したり。今回お寄せくださった方々の記事で、夏を更に彩ることもできそう

です。清々しい夏の日々を、どうぞ皆さんも気持ちよくお過ごしください。 

会員の皆さんから ～夏休みの前に～  

 

 

 私が度々焼く、こねる必要のない簡単な手作りパンをご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 １ ドライイーストをぬるま湯に入れ、５-10分置く。 

 ２ １に小麦粉、ライ麦粉を入れ、フォークでよく混ぜる。こねる必要はない。 

 ３ ２を冷蔵庫に、又は 10度前後であれば屋外でも良い、一晩置く。 

 ４ 空気抜きした３を、ベーキングシートを敷いたカゴに入れ、30分待つ。 

 ５ 鍋ごと 230度にセットしたオーブンに入れ、温度が 230度になるまで待つ。 

 ６ ５の温まった鍋に 4のタネを入れて蓋をして、オーブンで 30分焼く。その後蓋を取り、 

  再度 10分ほど焼く。 

 ７ 出来上がり！ 

【注】   

 ・生のイーストを使う場合は、パックの 4分の 1を使用する。 

 ・又、当日焼く場合は、第一次発酵を室温で三時間。 

 ・オーブンで温めた鍋に生地を入れる時、表面にオリーブオイルを塗って焼くと皮が破れず 

  綺麗に出来上がる。しかし、カリカリの皮をお望みなら、水を塗るだけにする。 

 ※普通の小麦粉だけで焼いても、柔らかくとても美味しいです。 

     

パン焼きは失敗しても再度試しているうちにコツが分かり、焼きたての香ばしい味を満喫できる

事間違いありません♪    

簡単手作りパン                  かをる Carstensさん 

材料   小麦粉           ２カップ 

     粗ライ麦粉（Groft Rugmel）  1 カップ 

     ドライイースト 小匙２ 

          塩            小匙１ 

          ぬるま湯     1カップ半 

  

 

 



 

 

 

 デンマークに移り住んでから、早くも 14年が経ちました。 

 これまで育児や勉強、仕事に励みながら、田舎で日本人とほとんど出会うことのない生活を続

けてきましたが、そろそろ自分の世界をもう少し広げてみたいと感じていたところ、Klub Japan

の活動について知り、ぜひボランティアとして参加したいと思うようになりました。 

もともとご年配の方々のお話を聞くのが好きな私にとって、この役割はまさにぴったりだと感じ

ています。また、日本人の先輩方がこの地でさまざまなご苦労を乗り越えながらも、自然体かつ

凛とした姿で暮らしていらっしゃる様子には、いつも大きな励ましをいただいています。 

 さて、最近心に残った出来事の一つとして、年末に念願だったドイツ・ライプツィヒの聖トー

マス教会で、クリスマスミサに参加する機会がありました。1539年にマルティン・ルターが説教

をし、1723年から 1750年にはヨハン・セバスチャン・バッハが音楽監督を務めた歴史ある教会

です。少年合唱団による讃美歌は素晴らしく、私がこれまで経験した宗教行事の中でも、特に心

を揺さぶられるものでした（もっとも私は無宗教なのですが）。 

 仕事の BGMとして使うようになったことをきっかけに、近年バッハをよく聴くようになり、300

年経っても人々を惹きつける彼の音楽の源泉とは何なのか、興味を抱くようになりました。《ゴ

ルドベルク変奏曲》や《マタイ受難曲》などに感じる、静謐と内なる情熱と言いましょうか、バ

ッハが千以上の作品を残すに至った源は、やはり深い宗教的精神があったように思われます。 

 聖トーマス教会で当時と同じように粛々と厳かに儀式が行われる中、当時の人々が座っている

のと同じ席に座っていると時間を越えた感覚が得られて、当時の人たちの宗教心をほんの少しだ

け理解できた気がしました。さらに、デンマークを含む北ヨーロッパ地域に共通する勤勉さや謙

虚さの根底に流れる何か、それに触れられたようにも感じました。そして、それは不思議なこと

に日本人にも通じるものがあるのですね。 

 外国で暮らすことで、異なる視点が得られ、意外なつながりに気づき、自分自身や世界への理

解が深まる、そんな貴重な体験をしていると感じます。せっかくヨーロッパにいるのですから、

これからも作曲家たちゆかりの地を訪ねる旅を続けていきたいと思っています。 

 まだこの先に何か楽しいことが待っている、学びや気づきがあると思えると、歳を重ねること

も怖くなくなりますね。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 
皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話､俳句、川柳、短歌等、いつでも 

お寄せ下さい。 投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

「時を越えて響くもの——ライプツィヒにて」         Naokoさん 

  

 
聖トーマス教会(ドイツ・ライプツィヒ)と J.S.バッハのステンドグラス 

mailto:michikoriko@gmail.com


    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Klub Japanに関わること 
 

５月 17日（日）第 12回欧州日本ネットワーク(ENJA)・英国大会 

 オンラインで実施され、日本と欧州各地、米国などから多数の方が参加されました。 

 各方面の専門の方々が登壇され、日本の介護保険制度と日英の制度比較、政策サイドから見る

日本の高齢化問題、現場から見る日本の高齢化問題、英国の高齢化問題 についてお話しくださ

り、欧州の日本人コミュニティーにおける高齢化問題についてのパネルディスカッションも行わ

れました。日本の現状についてであっても国外に住む私たちの参考になるお話や、非常に感銘を

受けるお話がありました。 

 こちら→ ナルク報告 – 英国日本人会 をクリックすると、概要と当日の資料がご覧になれます。 

 Klub Japanの今後の催し 

・8月 10日【新企画】Kolonihavenでお昼の集い（先着順 10名 定員になり次第締切） 

 ※興味のある方は、メールでの案内が送られてくるのに気をつけていてください。 

・8、9月 野外で集う会  

・9月 21日（日）13時～ 第 21回交流の集い（於 Valby Kulturhus） 

・11月 忘年会 
 

 

  

 季節便り 11 文月版  2025年 7月 2日発行 

写真・文章協力 かをる Carstens、Naoko 

         綾子クロイツァー(敬称略) 

        日本在住の方々 

編集責任    鈴木理子 

 今回も、皆さんのご協力により季節便りを発行すること

ができました。どうもありがとうございます。Naokoさん

は、新しく理事になってくださった方です｡ 

 次回は 9月の交流の集いが終わってから、その報告も 

兼ねて発行する予定です。 

 それまでどうぞお元気で、よい夏をお過ごしください｡ 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内を送ります。Klub Japanの

ホームページにも活動の詳細を順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 
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       羽黒山と雪を頂く月山（山形県）        

   
     八ヶ岳（山梨県・長野県） 

   
       デンマーク 夏至の夜とその前後  

        

 

御岳橋から望む 

多摩川（東京都） 

https://www.japanassociation.org.uk/nalc/%e3%83%8a%e3%83%ab%e3%82%af%e5%a0%b1%e5%91%8a/
https://klubjapan.dk/

